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検
察
庁
の
各
種
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
の
対
応
の
あ
り
方
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

週
刊
朝
日
二
月
十
二
日
発
売
号
の
二
十
二
頁
か
ら
二
十
四
頁
に
か
け
て
、
「
暴
走
検
察

子
ど
も
�
人
質
�
に

女
性
秘
書

『
恫
喝
』
十
時
間
」
と
の
見
出
し
の
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
上
杉
隆
氏
に
よ
る
論
文
（
以
下
、
「
上
杉
論
文
」
と
い
う
。
）
が

掲
載
さ
れ
、
そ
れ
に
は
、
東
京
地
方
検
察
庁
特
別
捜
査
部
に
所
属
し
て
い
る
民
野
健
治
検
事
が
、
本
年
一
月
十
五
日
、
小
沢
一

郎
民
主
党
幹
事
長
の
政
治
資
金
を
め
ぐ
り
逮
捕
さ
れ
た
石
川
知
裕
衆
議
院
議
員
の
女
性
秘
書
に
対
し
、
被
疑
者
と
し
て
の
出
頭

を
予
め
明
確
に
求
め
る
こ
と
な
く
全
く
別
の
理
由
で
呼
び
出
し
、
不
意
打
ち
の
様
な
形
で
事
情
聴
取
を
行
っ
た
、
そ
の
際
に
外

部
と
の
連
絡
を
無
理
矢
理
絶
た
せ
た
、
同
秘
書
に
対
し
、
事
実
関
係
云
々
に
関
係
な
く
、
検
察
の
言
い
な
り
に
な
る
こ
と
を
脅

迫
と
も
と
れ
る
様
な
言
い
ぶ
り
で
求
め
、
黙
秘
権
を
否
定
す
る
か
の
様
な
発
言
を
し
た
、
当
初
押
収
品
の
返
却
と
の
理
由
で
呼

び
出
し
て
お
き
な
が
ら
、
一
つ
の
押
収
品
も
返
却
し
な
か
っ
た
旨
の
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
本
年
二
月
三

日
、
東
京
地
方
検
察
庁
の
谷
川
恒
太
次
席
検
事
（
当
時
）
は
、
「
上
杉
論
文
」
は
事
実
で
な
い
と
す
る
抗
議
文
（
以
下
、
「
抗

議
文
」
と
い
う
。
）
を
週
刊
朝
日
の
山
口
一
臣
編
集
長
に
出
し
、
「
上
杉
論
文
」
に
お
け
る
記
述
三
点
を
挙
げ
、
具
体
的
に
そ

れ
ら
が
ど
の
様
に
事
実
と
異
な
る
か
を
詳
細
に
述
べ
て
い
る
。
更
に
そ
れ
に
対
し
、
週
刊
朝
日
二
月
十
九
日
発
売
号
の
二
十
一

頁
か
ら
二
十
三
頁
に
か
け
て
、
「
暴
走
検
察
の
果
て

東
京
地
検
の
『
抗
議
』
に
抗
議
す
る
」
と
の
見
出
し
の
、
「
抗
議
文
」

一



に
対
し
て
上
杉
氏
が
抗
議
す
る
内
容
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
右
と
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
四
第
三
八
三

号
）
及
び
「
政
府
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
四
第
三
三
八
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

「
政
府
答
弁
書
」
で
「
抗
議
文
」
に
つ
い
て
「
御
指
摘
の
『
抗
議
文
』
の
写
し
に
つ
い
て
は
、
東
京
地
方
検
察
庁
に
お
い

て
、
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
四
十
二
号
）
等
に
基
づ
き
、
必
要
な
期

間
、
専
用
の
場
所
で
保
管
す
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
き
、
前
回
質
問
主
意
書

で
、
右
の
「
抗
議
文
」
の
写
し
は
東
京
地
検
の
ど
こ
に
保
管
さ
れ
て
い
る
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は

「
御
指
摘
の
『
抗
議
文
』
の
写
し
に
つ
い
て
は
、
東
京
地
方
検
察
庁
に
お
い
て
、
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関

す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
四
十
二
号
）
、
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
二

年
政
令
第
四
十
一
号
）
及
び
東
京
地
方
検
察
庁
及
び
管
内
区
検
察
庁
行
政
文
書
管
理
規
程
（
平
成
十
三
年
東
地
企
第
百
二
十

六
号
検
事
正
訓
令
）
に
基
づ
き
、
組
織
と
し
て
の
管
理
が
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
専
用
の
場
所
で
、
保
存
す
る
も
の
と

承
知
し
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
の
「
組
織
と
し
て
の
管
理
が
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
専
用
の
場

所
」
と
は
具
体
的
に
ど
こ
か
。

二

前
回
質
問
主
意
書
で
、
「
抗
議
文
」
の
写
し
は
い
つ
ま
で
保
管
さ
れ
る
の
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は

二



「
御
指
摘
の
『
抗
議
文
』
の
写
し
に
つ
い
て
は
、
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
、
行
政
機
関
の
保
有

す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
施
行
令
及
び
東
京
地
方
検
察
庁
及
び
管
内
区
検
察
庁
行
政
文
書
管
理
規
程
に
よ
り
、
保
存

期
間
を
事
務
処
理
上
必
要
な
一
年
未
満
の
期
間
と
す
る
文
書
に
当
た
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
保
存
期
間
に

つ
い
て
は
、
同
規
程
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が

な
さ
れ
て
い
る
。
仮
に
、
「
抗
議
文
」
の
写
し
の
保
管
期
間
が
一
年
を
超
え
て
延
長
さ
れ
る
場
合
、
最
長
で
ど
の
く
ら
い
の

期
間
、
保
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

三

「
抗
議
文
」
の
写
し
の
保
管
期
間
の
延
長
は
、
誰
の
決
裁
に
よ
り
決
め
ら
れ
る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

四

先
の
質
問
主
意
書
で
、
過
去
に
検
察
庁
と
し
て
、
「
抗
議
文
」
と
同
様
に
、
あ
る
特
定
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
文
書

を
送
付
し
、
抗
議
を
行
っ
た
こ
と
は
あ
る
か
、
あ
る
の
な
ら
、
過
去
に
ど
の
様
な
報
道
に
関
し
、
ど
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
対

し
て
、
ど
の
様
な
理
由
の
下
、
ど
の
様
な
内
容
の
抗
議
を
行
っ
た
の
か
、
全
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
過

去
の
答
弁
書
で
は
「
お
尋
ね
の
過
去
に
お
け
る
文
書
に
よ
る
抗
議
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
を
受
け
、
そ
も
そ
も
同
庁
に
お
い
て
、
「
抗
議
文
」

と
同
様
に
、
過
去
に
あ
る
特
定
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
文
書
を
送
付
し
、
抗
議
を
行
っ
た
こ
と
に
関
す
る
記
録
が
残
さ

三



れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
と
更
に
問
う
た
と
こ
ろ
、
過
去
の
答
弁
書
で
は
「
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
文
書
に
よ
る
抗
議
に
関

す
る
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
も
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ

て
い
る
。
前
回
質
問
主
意
書
で
、
検
察
庁
に
お
い
て
「
報
道
機
関
へ
の
対
応
を
含
む
庁
務
」
を
担
当
す
る
者
に
問
い
合
わ
せ

た
上
で
、
右
の
質
問
に
回
答
す
る
こ
と
を
法
務
省
政
務
三
役
に
求
め
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
先
の
答
弁
書

（
平
成
二
十
二
年
三
月
五
日
内
閣
衆
質
一
七
四
第
一
五
九
号
）
一
及
び
二
に
つ
い
て
及
び
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
二
年
三

月
三
十
日
内
閣
衆
質
一
七
四
第
二
八
六
号
）
三
に
つ
い
て
に
つ
い
て
は
、
法
務
大
臣
、
法
務
副
大
臣
及
び
法
務
大
臣
政
務
官

が
、
そ
の
作
成
に
必
要
な
す
べ
て
の
情
報
を
、
法
務
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
八
号
）
に
よ
り
検
察
に
関

す
る
こ
と
を
所
管
す
る
法
務
省
刑
事
局
か
ら
提
出
さ
せ
た
上
で
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「
前
回
答
弁
書
」
で
、
東
京
地
検
に
お
い
て
「
報
道
機
関
へ
の
対
応
を
含
む
庁
務
」
を
担
当
す
る
者
並
び
に
、
「
抗
議
文
」

の
写
し
の
保
管
を
担
当
す
る
者
は
、
岩
村
修
二
検
事
正
及
び
大
鶴
基
成
次
席
検
事
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
法
務
省
政
務

三
役
と
し
て
、
右
の
答
弁
を
繰
り
返
す
の
み
で
、
右
二
名
に
直
接
詳
細
な
事
実
を
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
を
し
な
い
の
は
な
ぜ

か
。

五

そ
の
理
由
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
そ
も
そ
も
検
察
庁
、
特
に
東
京
地
検
に
お
い
て
、
「
抗
議
文
」
と
同
様
に
、
あ
る
特
定

四



の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
文
書
を
送
付
し
、
抗
議
を
行
っ
た
こ
と
は
あ
る
か
、
あ
る
の
な
ら
、
過
去
に
ど
の
様
な
報
道
に

関
し
、
ど
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
、
ど
の
様
な
理
由
の
下
、
ど
の
様
な
内
容
の
抗
議
を
行
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
一
切

の
記
録
が
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
事
実
関
係
を
明
ら
か
に
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
同
庁
、
同
地
検
の
「
報
道
機
関
へ
の
対

応
を
含
む
庁
務
」
が
い
か
に
杜
撰
で
あ
る
か
を
示
す
証
左
に
他
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
前
回
質
問
主
意
書
で
、
右
に
対
す
る

法
務
省
政
務
三
役
の
見
解
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
お
尋
ね
の
過
去
に
お
け
る
文
書
に
よ
る
抗
議
の
有

無
に
つ
い
て
は
、
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
抗
議
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
否
か
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。
」
と
、
全
く
的
が
外
れ
た
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
当
方
は
、
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
そ
も
そ
も
問
題
で
あ

る
と
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
同
省
政
務
三
役
と
し
て
、
同
庁
、
同
地
検
の
「
報
道
機
関
へ
の
対
応
を
含
む
庁
務
」
が

杜
撰
で
あ
り
、
国
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
す
観
点
か
ら
、
あ
ま
り
に
無
責
任
で
あ
る
と
は
考
え
な
い
の
か
。

右
質
問
す
る
。

五


